
主な内容

●夏祭りに行こう・・・・・・・・・・・・・P2
●選管表彰・国民年金のお知らせ・・・・・・P3
●児童扶養手当・ひとり親等申請について・・P4
●シリーズ防災⑮（防災関連事業報告）・・・・P5
●赤十字有功章・新型インフルエンザ・・・・P6
●インフォメーション・・・・・・・・・・・P7・8
●行事予定・慶弔・・・・・・・・・・・・・P9
●キッズブログ・・・・・・・・・・・・・・P10・11
●フォトニュース・・・・・・・・・・・・・P12

人 口 と 世 帯
平成 27年７月１日現在

 男 　2,219 人 （－１）
 女 　2,316 人 （＋１）
合計　4,535 人 （±０）
世帯　1,532世帯（－３）

※住民基本台帳 (外国人含む )に基づく人口と世帯数を掲載
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西桂町役場☎ 25-2121　　教育委員会（YLO会館）☎ 25-2941　　いきいき健康福祉センター☎ 25-4000

ふるさと夏まつり

三ツ峠ふるさと

夏夏
まつり

2015

14：00～21：0014：00～21：00

14：00～　露店コーナー
消防自動車・パトカー試乗体験（～17：00）
ふわふわ〔エア遊具〕（～19:00）

17：00～　ステージイベント
西桂町文化協会 大正琴部 　フラ・プルメリア　
富士燦々オカリーナ　 三ツ峠太鼓保存会 飛女龍
よさこい三ツ峠アーク舞飛女　西桂中学校音楽部
フジヤマスポーツクラブキッズダンス

20：30～　花火大会（今年の花火はボリュームアップ）（今年の花火はボリュームアップ）
※スケジュールは、天候その他の事情により変更になる場合があります。
※駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください。
■主催／三ツ峠ふるさと夏まつり実行委員会　■共催／西桂町・西桂町教育委員会

西桂中学校西桂中学校
グラウンドグラウンド

8/15土土
夏まつりは夏まつりは
浴衣でいこう

！
浴衣でいこう

！
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町からのお知らせ町からのお知らせ

【
国
民
年
金
保
険
料
の

【
国
民
年
金
保
険
料
の

追
納
制
度
を
ご
存
知

追
納
制
度
を
ご
存
知

で
す
か
？
】

で
す
か
？
】

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な

理
由
等
で
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
全
額
又
は
一

部
が
免
除
さ
れ
る
「
申
請
免
除

制
度
」
や
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
方
な
ど
が
該
当
す
る

「
法
定
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
若
年
層
（
20
歳
代
）

の
方
を
対
象
と
し
て
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」
や
学
生
の
方

を
対
象
と
し
た
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除
や
納

付
猶
予
な
ど
を
受
け
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
年
金
を
受
け
取
る

た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
受
け
取

る
年
金
額
は
保
険
料
を
全
額
納

付
し
た
場
合
よ
り
少
な
く
な
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間

は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と

か
ら
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

（
追
納
）が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
将
来
、
受
け
取
る
年

金
額
を
増
額
す
る
た
め
に
も
、

追
納
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
納

付
猶
予
な
ど
の
承
認
を
受
け
ら

れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
、
３
年
度
目
以
降
に
保
険

料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時

の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。

　

追
納
保
険
料
は
、
先
に
経
過

し
た
月
の
分
か
ら
順
次
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
日
本
年
金
機
構
に
よ
る

【
日
本
年
金
機
構
に
よ
る

年
金
情
報
流
出
の
被
害
に

年
金
情
報
流
出
の
被
害
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
】

ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　
日
本
年
金
機
構
に
よ
る
個
人

情
報
流
出
に
伴
い
、
次
の
よ
う

に
流
出
し
た
個
人
情
報（
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
基
礎
年
金

番
号
）
が
悪
用
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

■
「
基
礎
年
金
番
号
の
変
更
手

続
き
に
は
お
金
が
か
か
る
」

と
持
ち
か
け
ら
れ
、
振
り
込

め
詐
欺
の
被
害
に
遭
う
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

■
「
情
報
流
出
の
被
害
者
が
集

団
訴
訟
を
起
こ
す
の
で
、
集

団
訴
訟
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
」
と
持
ち
か
け
ら
れ
、
訴

訟
費
用
名
目
の
振
り
込
め
詐

欺
の
被
害
に
遭
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

■
通
信
販
売
や
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
に
個
人
情
報
が
使
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
送

付
先
を
自
宅
か
ら
別
の
場
所

に
勝
手
に
変
え
ら
れ
、
年
金

額
を
の
ぞ
き
見
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
職
員
が
今
回

の
個
人
情
報
流
出
に
関
し
て
、

電
話
や
メ
ー
ル
で
連
絡
し
た

り
、
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

外
部
か
ら
の
不
審
な
電
話
や

訪
問
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

被
害
防
止
の
た
め
、
次
の
お
問

合
せ
先
や
警
察
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
合
わ
せ
先

　

大
月
年
金
事
務
所

　
０
５
５
４
―
２
２
―
３
８
１
１

　西桂町選挙管理委員会の権守文夫委員長が、
６月８日に行われた第 66 回山梨県選挙管理委
員会連合会通常総会において、選挙の適正管理
と明るい選挙の推進に努力した功績が認めら
れ、山梨県選挙管理委員会連合会から表彰され
ました。

☆町選管権守文夫委員長
　県選管連合会一般表彰受賞

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ
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町からのお知らせ町からのお知らせ

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
お
よ
び
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
助
成
の
受
給
者
は
、毎
年「
現

況
届
」・「
更
新
申
請
書
」
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

提
出
し
な
い
と
資
格
が
消
滅
し

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】　　

平
成
27
年
８
月
３
日（
月
）～
14

日（
金
）　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時

※
土
日
は
除
く

【
提
出
場
所
】　　

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

福
祉
保
健
課 

福
祉
係

【
提
出
書
類
】　　

対
象
者
に
は
、
７
月
下
旬
ま
で

に
書
類
を
郵
送
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】　　

前
年
度
分
の
所
得
が
未
申
告
の

方
は
、
必
ず
申
告
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

●
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離

婚
な
ど
に
よ
り
、
父
又
は
母
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

（
18
歳
未
満
の
誕
生
日
の
属
す
る

年
度
末
ま
で
、
中
度
以
上
の
障
害

を
有
す
る
場
合
は
、
20
歳
未
満
）

を
監
護
、
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
等
の
自
立
を
助
け
、
児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
児
童
の
た

め
の
手
当
で
す
。

●
受
給
資
格
者

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
児
童
を

養
育
し
て
い
る
父
（
母
）
ま
た
は

養
育
者

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
児
童

・
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引

き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら

Ｄ
Ｖ
の
保
護
命
令
を
受
け
た

児
童

・
未
婚
の
母
の
子

・
棄
児

　

た
だ
し
、
父
ま
た
は
母
、
養

育
者
ま
た
は
児
童
が
公
的
年

金
（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
）

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

き
（
年
金
が
児
童
扶
養
手
当
受

給
額
を
上
回
る
場
合
）
や
、
児

童
が
福
祉
施
設
に
入
所
措
置
さ

れ
て
い
る
場
合
な
ど
、
手
当
が

支
給
さ
れ
な
い
要
件
も
あ
り
ま

す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身

体
又
は
精
神
に
中
程
度
以
上
の

障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児

童
を
監
護
す
る
父
母
や
養
育
者

に
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児

童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
児
童
の
た
め

の
手
当
で
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
や
、
児

童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る

公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
き
、
児
童
が
児
童
福
祉

施
設
等
に
入
所
措
置
さ
れ
て
い

る
場
合
な
ど
、
手
当
が
支
給
さ

れ
な
い
要
件
も
あ
り
ま
す
。

●
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

　
助
成
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児

童
、
父
母
の
な
い
児
童
に
お
け

る
通
院
・
入
院
医
療
費
（
食
事

療
養
費
含
む
）
の
個
人
負
担
額

を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
所

得
税
非
課
税
世
帯
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

●
助
成
対
象
者

・
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は

母
及
び
児
童

・
配
偶
者
の
な
い
養
育
者
及
び

そ
の
養
育
者
が
養
育
す
る
父

母
の
な
い
児
童

・
父
母
の
な
い
児
童

※
児
童
が
18
歳
に
達
し
た
以
後

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
該

当
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
や
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
と
き
、
児

童
が
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所

措
置
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
、

助
成
さ
れ
な
い
要
件
も
あ
り
ま

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

福
祉
保
健
課　

福
祉
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
５
―
４
０
０
０

「
児
童
扶
養
手
当
」・「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」

お
よ
び
「
西
桂
町
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成
受
給
者
証
」
の

更
新
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

夏の交通事故防止県民運動の実施
期　間　平成２７年７月２１日（火）～８月２０日（木）までの３１日間
学校の夏休みと夏の行楽シーズンに向けて、交通事故の多発や暴走族の活動の活発化が懸念されます。　
一人ひとりが、交通ルールを守り、交通事故防止に努めましょう。

１　高齢者と子供の交通事故防止
２　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
３　飲酒運転の根絶と悪質・危険な運転の追放
４　二輪車の交通事故防止
５　自転車の安全利用の推進

「心地良い　交通マナーが　照らす「心地良い　交通マナーが　照らす未未
ああ
来来
すす
」」

重
点
目
標
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過去の広報誌を町のホームページで見ることができます。「http://www.town.nishikatsura.yamanashi.jp」にアクセス！

シリーズ防災⑮シリーズ防災⑮

シリーズ
防
災⑮

１．日時　平成 27 年６月 28 日（日）午前９時～ 11 時
２．場所　さくら公園
３．内容　ブラインド型訓練

※当日の指令まで時間・場所・実施内容を知らせずに行う
訓練
さくら公園付近にて林野火災が発生したことを想定し、
各分団に配備している受令機を使用し指令を出した。各
分団はその指令指示に従い、現場へ到着し、消火活動に
あたった。

訓練実施報告
　富士五湖消防本部及び富士吉田消防署西桂分遣所の署員の皆様のご協力を
いただき、西桂町消防団合同訓練を実施しました。
　114 名中、98 名の消防団員と７名の消防協力員（有事の際にのみ出動し
てもらうＯＢ団員）の出動があり、今回初めて行うブラインド型訓練の実施
ということで、緊張感があり中身の濃い訓練となりました。
　訓練終了後には、各分団での連携や伝達などの課題や反省点を、小野田分
遣所長から挙げていただきました。
　また、訓練終了後の式典において、「訓練の反省点検証・今後の活動に活
かしていくこと」が、団長より語られ、消防団員相互の決意が新たになって
いる様子でした。

１．日時　平成 27 年６月 30 日（火）午後７時～８時
２．場所　西桂中学校多目的ホール
３．講師　山梨大学大学院総合研究部
　　　　　工学域社会システム工学系 教授　　鈴木　猛康 氏
　　　　　（地域防災等、地方自治体を中心に実証的研究に取り組んでいる）
４．テーマ　「地域防災力の強化」について  
５．対象者　各地区自主防災組織・各防災関係団体

講演会報告
　この度、地域防災を専攻されている山梨大学大学院の鈴木猛康教授を招へ
いし、「地域防災力の強化」をテーマに講演会を実施しました。
　各地区区長や組長の皆様方をはじめ、防災リーダーや消防団・民生委員・
安協・日赤奉仕団・婦人会・町議会などの防災に関係する各種関係団体の皆
様、総勢 130 名ほどの多数のご参加をいただきました。
　講演では「自助・共助・公助」を主軸として、個人での日頃の備えから、
地域での防災活動の方法や事例紹介、そして地域と町行政との協働などが語
られました。
　また、当町で起こりうる地震・土砂災害・富士山火山の噴火などの災害に
ついて、災害の種類ごとの個人・地域行政の対応についても語られました。

西桂町消防団合同訓練を実施しました！西桂町消防団合同訓練を実施しました！

西桂町防災講演会を開催しました！西桂町防災講演会を開催しました！

消防団員相互の団結及び技術の向上を目的に合同訓練を実施しました。

　各地区の自主防災活動の推進及び町との協働、防災意識の向上を
目的に講演会を実施しました。
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町からのお知らせ町からのお知らせ

西桂町役場☎ 25-2121　　教育委員会（YLO会館）☎ 25-2941　　いきいき健康福祉センター☎ 25-4000

　

平
成
25
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特

別
措
置
法
」
に
基
づ
く
市
町
村
行
動

計
画
の
策
定
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

西
桂
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
行
動
計
画
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

咳
や
く
し
ゃ
み
を
し
た
時
の
し
ぶ
き

に
含
ま
れ
る
病
原
体
（
ウ
イ
ル
ス
）

を
周
囲
の
人
が
吸
い
込
み
、
体
内
に

取
り
込
む
こ
と
で
感
染
が
広
が
っ
て

い
き
ま
す
。
感
染
経
路
を
遮
断
す
る

た
め
に
は
、
手
洗
い
う
が
い
、
マ
ス

ク
を
す
る
等
の
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

福
祉
保
健
課　

保
健
係

家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防

家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防

　

食
中
毒
と
い
う
と
、
飲
食
店
等
で
の
食

事
が
原
因
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
毎
日

食
べ
て
い
る
家
庭
の
食
事
で
も
発
生
し
て

い
ま
す
。
食
中
毒
を
防
ぐ
６
つ
の
ポ
イ
ン

ト
を
確
認
し
、
安
心
・
安
全
な
食
生
活
を

送
り
ま
し
ょ
う
。

①
食
品
の
購
入

生
鮮
食
品
は
最
後
に
買
い
、
寄
り
道
し

な
い
で
ま
っ
す
ぐ
帰
り
ま
し
ょ
う
。

帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
冷
蔵
・
冷
凍
庫
へ
。

②
家
庭
で
の
保
存

冷
蔵
庫
は
詰
め
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
目
安
は
７
割
で
す
。

③
下
準
備

こ
ま
め
に
手
を
洗
い
、
調
理
器
具
・
ふ

き
ん
は
洗
っ
て
熱
湯
消
毒
を
し
ま
し
ょ

う
。
冷
凍
食
品
の
解
凍
は
冷
蔵
庫
や
電

子
レ
ン
ジ
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

④
調
理

加
熱
は
十
分
に
。
目
安
は
中
心
部
分
の

温
度
が
75
℃
で
１
分
間
以
上
で
す
。

⑤
食
事

食
品
の
室
温
放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑥
残
っ
た
食
品

残
っ
た
食
品
は
小
分
け
し
て
冷
蔵
保
存

し
ま
し
ょ
う
。
温
め
直
す
と
き
は
十
分

に
加
熱
を
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
富
士
・
東
部
保
健
所

　
　
　
　
　
　
　

衛
生
課　

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
５
５
―
２
４
―
９
０
３
３

　６月４日（木）、フジコン株式会社山梨
事業所は、下暮地地内・三つ峠駅周辺の清
掃を西桂町と協働で行いました。総勢約
40 名で清掃活動を行い、フジコン株式会
社山梨事業所の職員は下暮地地内・三つ峠
駅周辺の清掃を行い、収集したゴミ及び土
砂の処理や清掃用具の貸し出しを西桂町に
おいて実施しました。その結果、歩行者の
安全確保および景観の保全ができました。

日本赤十字社銀色有功章とは、
　日本赤十字社が永年に渡り赤十字奉仕活動に従事し
た者、高額な社資の拠出者・寄付者、及び献血に貢献
した者などを対象に授与する記念章のことです。寄付
による場合は 20 万円以上の社資の拠出者・寄付者（一
時ないし数時にわたり納付した者）がその対象となり
ます。
　武藤株式会社様、おめでとうございます。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
行
動
計
画

策
定
に
つ
い
て

フジコン株式会社山梨事業所による
協働事業提案制度の実施協働事業提案制度の実施

武藤株式会社が
日本赤十字社銀色有功章

を受賞しました
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インフォメーションインフォメーション

（
山
梨
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
よ
り
）

大
切
な
人
を
な
く
さ
れ
た
方
へ

大
切
な
人
を
な
く
さ
れ
た
方
へ

【
自
死
遺
族
相
談
の
ご
案
内
】

　

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ

た
と
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
を
抱

き
、
深
い
悲
し
み
を
負
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
心
や
体
に
い
ろ
い
ろ

な
変
化
が
起
こ
り
が
ち
で
す
。

　

苦
し
い
思
い
を
打
ち
明
け
ら
れ

ず
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
思
い
や
さ
ま
ざ
ま
な
変
化

は
、
ひ
と
り
で
背
負
う
に
は
あ
ま

り
に
も
大
き
な
も
の
で
す
。
ひ
と

り
で
が
ん
ば
り
過
ぎ
ず
に
周
囲
に

助
け
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

　

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ

た
ご
家
族
を
対
象
と
し
た
相
談

を
、
山
梨
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

（
対
象
）

山
梨
県
内
に
在
住
で
、
ご
家

族
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方

（
相
談
日
時
）

随
時
（
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
て

日
程
調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
）

※
相
談（
来
所
相
談
）は
予
約
制
で
す
。

（
申
込
み
）

山
梨
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
５
５
―
２
５
４
―
８
６
４
４

山
梨
県
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
５
５
―
２
５
４
―
８
６
５
１

直
通

甲
府
市
北
新
１
―
２
―
12

山
梨
県
福
祉
プ
ラ
ザ
３
階

※
相
談
は
事
前
に
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い

（
そ
の
他
）

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
硬

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（山梨県立精神保健福祉センターより）

～電話相談専用～電話相談専用
ダイヤルのご案内～ダイヤルのご案内～

ストレスダイヤル

ひとりで悩んでいませんか？
こころの悩みをご相談くださ
い。

TEL：055-254-8700
相談時間：
平　日　９：00 ～ 16：00

（夜間）：
木曜日　16：00 ～ 20：00
　　　（土日祝祭日は除く）

産婦人科　医師
　笹本　まどか（ささもと　まどか）
【ごあいさつ】　甲府共立病院より赴任しまし

た。富士山のふもとに住むこ
とのできる幸せを感じつつ、
まずは少しでも皆様のお役
に立てるよう努力する所存で
す。　　　

【診　療　日】　火・金曜日の午前中	

泌尿器科　医師
　押野見　和彦（おしのみ　かずひこ）
【専 門 分 野】　前立腺癌、男性機能障害、泌

尿器科一般
【ごあいさつ】　昭和大学病院より山梨赤十字

病院に赴任いたしました。
大学病院では前立腺がんなど
悪性疾患のみならず、排尿障
害や尿路結石など良性疾患の
診療にも携わっておりまし
た。

【診　療　日】　月・火・水・木曜日の午前中

内科　医師
　桑原　直太（くわはら　なおた）
【専 門 分 野】　呼吸器内科　
【ごあいさつ】　昭和大学病院から山梨赤十字

病院に赴任してきました。

内科　医師
　酒井　考志郎（さかい　こうしろう）
【専 門 分 野】　循環器科　
【ごあいさつ】　昭和大学病院より山梨赤十字病院に赴任し

てきました。循環器領域としては虚血性心
疾患のカテーテル治療を専門としておりま
す。

【診　療　日】　木・金曜日の午前中

内科　医師
　池田　美紗（いけだ　みさ）
【 専 門 分野】　腎臓内科
【資　　　格】　内科認定医
【ごあいさつ】　昭和大学病院より山梨赤十字病院に赴任

してきました。主に慢性腎臓病の診療に携
わってきました。健診で尿の異常等指摘さ
れた方は、いつでもご相談下さい。

【診　療　日】　月曜日の午後・木曜日初診

外科　医師外科　医師
　山崎　公靖　山崎　公靖（やまざき　きみやす）
【専 門 分 野】		消化器一般外科
【資　　　格】　外科専門医・消化器外科専門医・指導医　

消化器がん外科治療認定医・消化器内視鏡
専門医

【ごあいさつ】　昭和大学病院より山梨赤十字病院に赴任し
てきました。消化器疾患（良性、悪性）を
中心に診療を行っています。

【診　療　日】　火・木曜日の午前中

山梨赤十字病院　常勤医師　着任のお知らせ山梨赤十字病院　常勤医師　着任のお知らせ
新しく 6人の医師が着任しましたので紹介致します。
今後も、より良い医療サービスの提供に努め、診療体制を充実させていきます。
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インフォメーションインフォメーション

司
法
書
士
に
よ
る

司
法
書
士
に
よ
る

「
全
国
一
斉
　
養
育
費
電
話
相
談
会

「
全
国
一
斉
　
養
育
費
電
話
相
談
会

～
子
ど
も
の
笑
顔
の
た
め
に
～
」

～
子
ど
も
の
笑
顔
の
た
め
に
～
」

開
催
の
お
知
ら
せ

開
催
の
お
知
ら
せ

　

山
梨
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と
全
国

青
年
司
法
書
士
協
議
会
で
は
、
養
育
費
に

関
す
る
電
話
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
平
成
27
年
８
月
２
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

電
話　
０
１
２
０
―
５
６
７
―
３
０
１

　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

相
談
は
無
料
で
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
５
―
２
５
３
―
６
９
０
０

境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

　

土
地
の
境
界
問
題
で
お
困
り
の
方
は

｢

境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し｣

を
ご
利
用
下
さ
い
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
県
土
地
家
屋
調
査

士
会
が
県
弁
護
士
会
の
協
力
を
得
て
、
土

地
の
境
界
問
題
の
解
決
を
支
援
す
る
た
め

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

※
完
全
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
、
電
話
で

の
相
談
は
お
受
け
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

■■
予
約
受
付
時
間

　

月
曜
日
～
金
曜
日　

(

祝
祭
日
は
除
く)

　

午
前
９
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
４
時

■■
問
い
合
わ
せ
先

　

境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

　
（
甲
府
市
国
母
８
―
１
３
―
３
０
）

　

☎
０
５
５
―
２
２
５
―
３
７
３
７

平成 27年度自衛官等募集案内
募集種目 募集人員 資　　格 受付期間 ( 締切日必着 ) 試験期日 合格発表 待遇・その他

航空学生

参考(26年度)
海　約70名
(うち女子若干名)
空　約50名
(男女の区分なし※２)※１

高卒(見込含)21
歳未満の者

８月１日〜９月８日 １次９月23日
２次10月17〜22日
３次11月14日〜

12月17日

１次　　10月９日
２次(海)11月11日
　　(空)11月６日
最終28年１月25日

入隊後約６年で３等海・空尉

入隊時俸給：１６１、６００円
昇給：年１回
期末手当：年２回

一般曹
候補生

参考(26年度)
陸 約2,670名
(うち女子約150名)
海 約1,000名
(うち女子約 40名)
空 約　750名
(うち女子約 80名)※１

18 歳以上 27 歳
未満の者

８月１日〜９月８日 １次９月18・19日
２次10月８〜14日

※いずれか１日を指
定されます。

１次１０月２日
最終１１月１３日

入隊後２年９か月経過以降選考により３等
陸・海・空曹

入隊時俸給：１６１、６００円
　昇給：年１回
期末手当：年２回

自衛官
候補生

男
　
　
子

参考(26年度)
陸 約5,750名　
海 約 570名　
空 約1,100名※１

原則として受付は、年
間を通じて行っており
ます。
〇27年４月に入隊を希
望される方
締切日：９月９日（予定）

９月５・６日
９月18・19日

※いずれかの日を指
定されます。

合格発表日は試験
時にお知らせしま
す。

所要の教育を経て、３ヶ月後に２等陸・海・
空士に任用
陸上（技術系を除く）は１年９ヶ月、陸上

（技術系）・海上・航空は２年９ヶ月を１任
期として任用（以降２年を１任期）

〇入隊時
自衛官候補生手当（月額）１２６，９００円
〇入隊後約３か月後、２士任官後支給
自衛官任用一時金１７６，０００円
２等陸海空士（棒給）１６１，６００円
昇給：年１回
期末手当：年２回
手当：任期を満了した際の任用満期金　　
陸　：（２年間）５５０，４２０円
海・空：（３年間）９０７，３９６円
衣食住：宿舎無料、食事支給、被服類・寝
具については貸与
※３枠外に記載

女
　
　
子

参考(26年度)
陸 約 500名　
海 約 80名　
空 約 130名※１

８月１日〜９月８日 ９月25日〜29日

※いずれかの日を指
定されます。

１１月６日

陸上自衛官
( 看護)

参考(26年度)
陸　約５名※１

看護師免許を有
し、保健師又は
助産師免許を有
する者 ( 見込含 )
で 36 歳 未 満 の
者

９月１日〜９月 30 日 11 月 28 日 28 年１月８日 採用日をもって、それぞれの経験等により
陸曹長又は１等陸曹に任命され、号俸・俸
給（地域手当等を除く。）が決定されます。
加えて、期末・勤勉手当（年２回）が支給
されます。

陸曹長：２３０，４００円　
１等陸曹：２２３，６００円

・自衛隊山梨地方協力本部　募集課　　住所：甲府市丸の内１丁目１番 18 号甲府合同庁舎２階　　電話：０５５－２５３－１５９１( 代 )
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慶
　
弔

行事予定・人のうごき行事予定・人のうごき

６
月
届
出

お
め
で
た

お
め
で
た（
誕
生
）

（
誕
生
）

保
護
者

倉
　
見
　
志
　
村
　
晃こ
う

　
平へ
い

　
和
彦

柿
　
園
　
中
　
原
　
日ひ

　
び々

　
伸
彦
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保 育 所

児 童 館

　6 月 11 日 ( 木 )・20 日 ( 土 ) に 3 歳以上児・
つぼみ園の園外保育が行われました。年長児は、

『さくら公園』に出かけ登山道を歩いたり、アス
レチックでたっぷり遊びました。楽しみにしてい
たお弁当を頂き楽しい一日を過ごしました。
　年中・年少児は、富士河口湖町の『ちびっこ広
場』までバスで出かけ、自然にたわむれながら楽
しい時間を過ごしました。
　つぼみ園の 0.1.2 歳児は、親子でバスに乗り『ち
びっこ広場』に出かけました。親子でふれ合い遊
びや、子育てについて語り合い、充実した 1 日
となりました。
　どの年齢の取り組みも子ども達の成長に合った
流れの中で活動ができました。

　６月 26 日 ( 金 )･27 日 ( 土 ) お泊り保育が行わ
れました。年長児になり友達と協力しながら、様々
な準備を行い、当日を迎えました。お家の人から離
れて泊まるだけでも不安いっぱいの子ども達でした
が、友達と力を合わせ、とても楽しい 2 日間にな
りました。
　雨天による予定変更もありましたが、カレー作り、
ナイトハイク、ビュッフェスタイルの朝食に大満足。
一つひとつがこの
2 日間でなければ
できない経験であ
り楽しい思い出が
できました。

　６月 25 日 ( 木 ) プール開きを行いました。
　プールには水が張られ、かめの噴水・年長児の手作りおも
ちゃや風船などの演出がありました。
　事故が起きないようプールをお清めし、水遊びの 7 つの
約束をみんなで確
認しました。
　プールに入る日
を今か今かと楽し
みにしている子ど
も達。夏にしかで
きない体験をたく
さ ん し て い き ま
しょう。

　6 月 30 日 ( 火 ) 教育ファームの畑に年長 ･ 年中児で玉
ねぎ ･ ジャガイモの収穫に行きました。泥んこになって汗
をたっぷりかき一生懸命野菜を収穫 !!「先生！こんなに大
きいジャガイモ掘れたよ。」と子ども達は、大興奮 !!
　夕方には、夕市で採れた
て野菜を年長児が販売し大
盛況でした。野菜を育て収
穫するお手伝いを通して野
菜と共に成長していく子ど
も達のこれからが楽しみで
す。

●●６／11（木）・20（土）
　園外保育事業

●●６／26（金）・27（土）
　年長児お泊り保育

●●６／ 25（木）
　プール開き

●●６／ 30（火）教育ファーム

　花形のアクセサリーパーツと小さなビーズを
組み合わせ、ネックレスを作りました。また好
きなビーズを自由に組み合わせたブレスレット
も作り、夏に向けて花形の模様が涼しげなオ
シャレなアクセサリーができました。

☆ランラン教室☆☆ランラン教室☆

8/1・22（土）　午前 9時～ 11時
　　　　　　　　午後 1時 30分～ 3時 30分
都合のいい時間に来てください。

宿題・疑問に思っている事などにアドバイス！前回は難し
い問題に 4 人の大学生が様々な角度から一緒に考え議論
が白熱 ･･･ 充実した時間が過ごせました。
学校の流れを知りたいので教科書を持参してくださいね！
プリントも用意してあります。小学校体育館 2F 多目的室
でお待ちしています !(^^)!

●●６／ 27（土）
　かんたんアクセサリー作り
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子育て支援センターより子育て支援センターより 開館時間
　平日　AM10:00 ～ PM3:00
　TEL　0555-25-3255
( 内線：子育て支援センター )
　　　西桂保育所内併設

子育てをしている誰でもご利用出来ます !!
いつでも気軽に遊びに来てください♪

８月の
行事予定

　６月は地域の方々に
よる幼児教室で、絵本
の朗読などをしてもら
いました♪
　８月はさくら公園で
川遊びをします☆シャ
ボン玉も用意しますの
で大勢の方の参加をお
待ちしています
( ´ ▽ ` ) ノ

●●母親クラブ

場所：いきいき福祉センター　２階機能訓練室
時間：10：30 ～
講師：天野　健一 氏 (Fujiyama FitnessVenusLife)
健康運動指導士の資格を持つ講師指導
の下親子で楽しく体を動かしましょう !!
※人数把握の為　事前申し込みお願い致します。

時　間：AM 10：30 ～
場　所：子育て支援センター
対象児：１歳前後のお子さんとその保護者
講　師：小野田　豊美 氏
　
毎月第 2 火曜日は、小さな赤ちゃんも安心
して過ごせる日を設けゆったりお母さん同士
おしゃべりを楽しんだり保健師の専門的なお
話しを聞いたりと楽しく過ごしましょう !!

時間：10：00 ～ 11：45
場所：子育て支援センター

※天候によって変更になる事
もありますが室内開放は、し
ておりますのでいつでも遊び
に来て下さい。

場所：
子育て支援センター

簡単な製作遊びです。親
子で楽しみましょう !!
開館時間でしたらいつで
もできますので気軽に声
をかけてください。

時間：10：30 ～
場所：保育所の園庭プール

持ち物 : 水着（排泄の自立してい
ないお子さんは、水遊びパンツを
使用して下さい）帽子・タオル・
着替え・サンダル・飲み物など
※雨天中止

時　間：10：00 ～ 12：00
場　所：子育て支援センター
対象児：1 歳前後のお子さん

毎月第４火曜日を予定していま
す。是非遊びに来て下さい。

親子フィットネス
赤ちゃん広場

プ ー ル 遊 び『赤ちゃんの日』　偶数月のため

ベビーマッサージを行ないます!!

今月の製作遊び

土曜開放日
 『水遊び』

８月27日（木）

時間 : プレゼントが出来上がり次第開始
場所：子育て支援センター

誕生児のお家の方は、一緒にプレゼント作りをしま
す。お子さんの顔のアップ写真をご持参下さい。
お誕生児のお友達をみんなでお祝いしましょう !!
※事前申し込み ( 前日まで )

８月の誕生会
８月21日（金）

８月７日（金）

８月25日（火）

８月４日（火）８月１日（土）

８月24日（月）～
　　　28日（金）

時間：10：30 ～ 11：00

場所：子育て支援センター

親子で音楽に親しみ楽しみま
しょう !!

リトミック遊び

８月18日（火）
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園外保育
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